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主によって　人の歩みは確かにされる。

主はその人の道を喜ばれる。

その人は転んでも、倒れ伏すことはない。

主が　その人の腕を支えておられるからだ。

　　　　　　　　詩篇３７篇２３～２４節

年間聖句
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主 日 礼 拝
２０１９年　１２月 ８日

礼拝奉仕者

説教 ： 若村和仁　　司会 ： 本多崇兄　　　奏楽 ： 本多こずえ姉　　受付 ： 若村めぐみ姉　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　パワーポイント ： 本多悟兄　　　　感謝の祈り ： 中島秀雄兄

賛 美

祈 り

今 月 の 賛 美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

賛 美

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

一 同

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

中 島 秀 雄 兄

一 同

司 会 者

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 飼葉のおけで」

「 神の小羊」

賛美歌９８番「 あめにはさかえ」

賛美歌９４番「 久しく待ちにし」

　第一ペテロ５章１節～１１節

「 神にへりくだった者に下る恵み」

聖歌４９０番「 われはおさなご」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●礼拝後昼食会があります。

大人（ 中学生以上） ２００円

子供（ 小学生） １００円

初めての方、 乳幼児無料です。
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聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

第一ペテロ 5 章１節～１１節

1, 私は、 あなたがたのうちの長老たちに、 同じ長老の一人として、

キリストの苦難の証人、 やがて現される栄光にあずかる者として勧め

ます。

2, あなたがたのうちにいる、 神の羊の群れを牧しなさい。 強制されて

ではなく、 神に従って自発的に、 また卑しい利得を求めてではなく、

心を込めて世話をしなさい。

3, 割り当てられている人たちを支配するのではなく、 むしろ群れの模

範となりなさい。

4, そうすれば、 大牧者が現れるときに、 あなたがたは、 しぼむことの

ない栄光の冠をいただくことになります。

5, 同じように、 若い人たちよ、 長老たちに従いなさい。 みな互いに謙

遜を身に着けなさい。 「神は高ぶる者には敵対し、 へりくだった者に

は恵みを与えられる」 のです。

6, ですから、 あなたがたは神の力強い御手の下にへりくだりなさい。

神は、 ちょうど良い時に、 あなたがたを高く上げてくださいます。

7, あなたがたの思い煩いを、 いっさい神にゆだねなさい。 神があなた

がたのことを心配してくださるからです。

8, 身を慎み、 目を覚ましていなさい。 あなたがたの敵である悪魔が、

吼えたける獅子のように、 だれかを食い尽くそうと探し回っています。

9, 堅く信仰に立って、 この悪魔に対抗しなさい。 ご存じのように、 世

界中で、 あなたがたの兄弟たちが同じ苦難を通ってきているのです。

10, あらゆる恵みに満ちた神、 すなわち、 あなたがたをキリストにあっ

て永遠の栄光の中に招き入れてくださった神ご自身が、 あなたがた

をしばらくの苦しみの後で回復させ、 堅く立たせ、 強くし、 不動の者

としてくださいます。

11, どうか、 神のご支配が世々限りなくありますように。 アーメン。

「神にへりくだった者に下る恵み」
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今月の賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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御言葉メール紹介
★ 2019 年 12 月 4 日御言葉

ガラテヤ人への手紙　5 章 13 ～ 15 節

13, 兄弟たち。 あなたがたは自由を与えられるために召されたのです。 ただ、 その自由を肉の働く機

会としないで、 愛をもって互いに仕え合いなさい。

14, 律法全体は、 「あなたの隣人を自分自身のように愛しなさい」 という一つのことばで全うされるの

です。

15, 気をつけなさい。 互いに、 かみつき合ったり、 食い合ったりしているなら、 互いの間で滅ぼされてし

まいます。

聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊ガラテヤ行会より引用。

●今日の箇所は、 自由がテーマです。

この手紙は、 使徒パウロが、 ガラテヤ人へ向けて書いた手紙です。

ガラテヤ人は、 ユダヤ人ではなく異邦人でした。

異邦人の人々からすれば、 ユダヤ人たちは厳しい律法を持ち

自由など一切ないように見えていました。

律法は本来、 人が罪の奴隷にならず、 神様と良い関係を保つために与えられたもの。

また、 人が神様の御心に従い、 本当の平安と平和を得るために与えられたものであるのです。

しかし、 人々は、 本来の目的を見失い、 律法の形を守ることが目的になり

互いに縛り付けるだけのものになってしまっていたのです。

神様の御心という目的へ導かれるための律法ではなく、 律法を守り人に認めてもらうことが

目的となり、 人と人を比べ合う為だけのものへと変わってしまっていたのです。

そんな時代に、 人々が神様に目を向け本当の救いを得るために

神様は、 人となって地上に来られた日がクリスマスであるのです。

イエス様は、 本来の目的 「神様と人との関係回復」 を回復させる為に

2000 年前この地上に来てくださったのです。

神現れであるイエスキリストは、 人々に寄り添い、 神の愛を　実践して下さいました。

そして、 その律法主義から人々を解放してくださったのです。

その自由とは、 人が神様から離れ、 罪の奴隷となっているところからの解放なのです。

しかし、 その自由を履き違え、 自由奔放に生きてしまう弱さが人間にはあるのです。

ですから今日の箇所で、 「肉の働く機会としないで、 愛を持って互いに愛しあいなさい」 と語るのです。

私たちは、 自分の欲望のまま生きる結果は、 自分を欲望の奴隷にし、 自由どころか、 不自由にするこ

とを忘れてはいけないのです。

ここ最近ニュースや、 警察 24 時というような番組でよく取り上げられる問題が、 麻薬です。

人間は、 肉欲に流され、 快楽に走り出したら、 行き先は滅びなのです。 薬物の奴隷となるのです。 薬

物にまで手を出さなくても、 酒の奴隷であったり、 快楽の奴隷となりうるのです。

私たちは、 人それぞれ弱さは違うと思いますが、 肉欲の奴隷になってしまわないよう神様に祈り求め

続けるものでありたいです。 素直に弱さを認めるものでありたいです。

それこそが、 自分を守ることとなるのです。

自由奔放に生きることは、 決して本当の自由ではないのです。

自由奔放に一人一人が肉欲の奴隷となってしまうならば、

人々は互いに助け合うことどころか、 自己中心になり

争いが尽きなくなってしまうのです。

今日の箇所 14 節 「あなたの隣人をあなた自身のように愛しなさい」 をいつも心に覚え、 本当に正し

いものを選び取る自由を持ち生きるものでありたいですね。

今日も出会う一人一人を自分自身のように大切にして歩むものでありたいです。

その為にも、 自分自身は、 神様に愛され、 大切にされていることを信じ受け取るものでありたいです。

原市場聖書教会

若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 12 月 4 日（水）

 12月 1日（日) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　７人

礼　　　　　拝   　４人     ５人   １３人　   ２２人

夕　　礼　　拝　　 　　　　 お休みでした

祈　　祷　　会　　 　       １人　　３人　　　　 ４人

報　　　　告

本日午後の予定

12 月の誕生日

次週（１２月１５日〈日〉）

２５日 若村和仁師　　

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

司　　会 ： 本多崇兄　 

聖　　書 ： ルカ１章１節～２０節

説　　教 ： 「神の前に正しく歩む祝福」　若村和仁師　　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉　

讃　　美 ： 「すばらしいホーリーナイト」　　　今月の賛美 「神の小羊」

　　　　　　　　讃美歌１００、 讃美歌１０３、 聖歌１３６、 聖歌３８３

受　　付 ： 本多節子姉　　献金感謝祈祷 ： 関久美子姉

集会案内

礼　　　　拝　　　 　　　　　　　　　　  10:30 ～ 12:00　
12月15日(日） ハレルヤキッズ　 　　 　　　 　　　　　   9:30 ～ 10:15　

☆聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。

☆礼拝後、昼食会があります。お時間のある方お残り下さい。

祈り会　　　　　　　　　　　　　 　　　　10:30 ～ 12:0012月11日(水）

☆昨日無事飯能日高市民クリスマスコンサートが終わりました。 お祈りありがとうございました。

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　 　　　　　　　　　　　  14:00 ～ 16:00

・ １２月１３日 （木） NPO 法人あまやどり （場所 ： 高麗聖書教会）

赤毛のアン（手芸＆洋裁クラス） 　 　　　　10:00 ～ 13:00 頃まで12月10日(火）

☆クリスマス献金袋をご用意しています。
　　神様から与えられた恵みの一部を感謝を持ってお献げしましょう。

・ １２月１０日 （火） NPO 法人あまやどり （場所 ： 高麗聖書教会）

☆礼拝後、13:30 ～ 15:00　ジェニファーさん英会話クラスがあります。

☆本日１３時３０分より、 ジェニファーさんのフリー英会話クラスがあります。

☆１２月１５日 （日）　１４: ００～１６: ００　「こどもクリスマス」
☆１２月２２日 （日）　１０: ３０～１５: ００　「クリスマス礼拝＆クリスマス祝会」
☆１２月２４日 （火）　１９: ３０～２１: ００　「キャンドルサービス」

クリスマス集会案内
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://www.geocities.jp/haraichibaseisyo/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-980-6442

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00

-8-


